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日本書紀撰上千三百年記念祭典・講演

█

日
本
書
紀
尊
重
の
興
隆
を
願
う

　

い
わ
ゆ
る
新
し
い
生
活
様

式
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）
に
よ

っ
て
、
学
内
の
昼
食
事
情
も

大
き
く
変
わ
っ
た
▼
学
生
達

の
昼
食
調
達
は
、
自
宅
か
ら

の
弁
当
持
参
や
登
学
途
中
で

の
購
入
が
大
き
な
割
合
を
占

め
る
。
そ
ん
な
中
で
、
以
前

は
学
生
食
堂
の
補
完
的
サ
ー

ビ
ス
で
あ
っ
た
学
内
の
コ
ン

ビ
ニ
と
構
内
で
の
業
者
に
よ

る
販
売
弁
当
が
今
や
ト
レ
ン

ド
で
あ
る
▼
販
売
弁
当
は
、

専
門
店
の
定
番
商
品
は
も
ち

ろ
ん
、
鶏
の
唐
揚
げ
、
カ
レ

ー
と
い
っ
た
若
者
好
み
の
メ

ニ
ュ
ー
で
差
別
化
を
図
っ
た

り
、
価
格
で
勝
負
し
た
り
と

特
色
が
あ
る
。
学
生
達
は
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
ひ
い
き
が
あ

っ
た
り
、
日
替
わ
り
で
各
業

者
を
回
っ
た
り
し
て
い
る
よ

う
だ
▼
と
こ
ろ
で
、
外
出
先

で
購
入
で
き
る
弁
当
と
言
え

ば
駅
弁
だ
が
、
明
治
十
八
年

に
宇
都
宮
駅
で
売
ら
れ
た
お

に
ぎ
り
二
個
と
た
く
あ
ん
二

切
れ
が
入
っ
た
竹
包
み
の
弁

当
が
最
初
だ
と
さ
れ
る
▼
言

葉
と
し
て
「
駅
弁
」
の
初
出

は
昭
和
五
年
の
大
野
恵
造
の

文
章
だ
と
い
う
か
ら
、
定
着

ま
で
に
五
十
年
近
く
を
要
し

た
こ
と
に
な
る
▼
平
成
以
降

は
、
空
港
で
販
売
さ
れ
る
空そ

ら

弁べ
ん

、
高
速
道
路
の
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
で
販
売
さ
れ
る
速は

や

弁べ
ん

も
登
場
し
た
▼
そ
う
す
る

と
、
令
和
に
登
場
し
た
学
内

弁
当
は
さ
し
ず
め
、
学ま

な

弁べ
ん

と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　春
霞

　
流
る
る
な
へ
に

　
　
　
　
　
青あ

を

柳や
ぎ

の

枝
く
ひ
持
ち
て

　
う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も

万
葉
集

作
者
未
詳

　
日
本
書
紀
撰
上
１
３
０
０
年
を
記
念
す
る
祭
典
及
び
講
演
会
が
令
和
２
年
12
月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
清
水
潔

本
学
学
事
顧
問
が
「
稽
古
照
今
　
日
本
書
紀
の
修
撰
　
」
と
題
し
講
演
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
聴
講

人
数
を
制
限
し
て
行
わ
れ
、
国
史
学
や
古
典
を
学
ぶ
学
生
な
ど
約
４
０
０
名
が
聴
講
。
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

█「
敬

つ
つ
し
み」の
姿
勢
に
習
う�

██

本
学
の
学
問
の
進
展
を
祈
念

　

令
和
２
年
は
日
本
最
古
の
勅
撰
史
書
で
あ
る
日
本
書
紀

が
養
老
４（
７
２
０
）年
に
成
立
し
て
か
ら
１
３
０
０
年
の

節
目
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
記
念
し
、
12
月
24
日
、
本
学
に

お
い
て
「
日
本
書
紀
撰
上
千
三
百
年
記
念
祭
典
・
講
演
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　

記
念
祭
典
は
祭
式
教
室
を
会
場
に
16
時
か
ら
執
り
行
わ

　

記
念
講
演
の
演
題
は
「
稽
古
照
今　

日
本
書
紀
の
修
撰

　

」。は
じ
め
に
清
水
学
事
顧
問
は
昭
和
45
年
５
月
21
日
に

本
学
で
斎
行
さ
れ
た
「
日
本
書
紀
撰
上
千
二
百
五
十
年
祭

記
念
講
演
」
に
触
れ
、
４
年
生
だ
っ
た
当
時
、
平
泉
澄
先

生（
当
時
、
学
事
顧
問
）の
格
調
高
い
講
演
を
感
銘
深
く
拝
聴

し
た
こ
と
、
ま
た
、
70
年
安
保
闘
争
が
全
国
的
に
繰
り
広

げ
ら
れ
大
学
が
荒
廃
し
て
い
た
中
で
、
日
本
書
紀
撰
上
の

大
御
業
を
敬
い
、
感
謝
の
思
い
で
も
っ
て
記
念
祭
を
挙
行

し
た
大
学
は
本
学
の
み
で
あ
っ
た
と
述
懐
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
日
本
書
紀
の
本
文
30
巻
が
ひ
と
つ
も
欠
け
る

こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
た
こ
と
自
体
が
極
め
て
重
要
な
意
味

を
持
つ
と
強
調
。〈
序
文
〉
が
な
い
た
め
推
測
に
は
な
る
が
、

我
が
国
最
初
の
歴
史
書
を
編
纂
し
た
点
に
お
い
て
思
い
は

同
じ
で
あ
ろ
う
と
、古
事
記
の
序
文
に「
邦
家
の
経
緯
、王

化
の
鴻
基
ぞ
。
か
れ
こ
れ
、
帝
紀
を
撰
録
し
旧
辞
を
討
覈

し
て
、
偽
を
削
り
実
を
定
め
て
、
後
葉
に
流
へ
む
」
と
記

さ
れ
た
天
武
天
皇
の
ご
意
向
を
披
露
し
た
。

　

ま
た
、
朝
廷
に
お
い
て
日
本
書
紀
が
尊
重
さ
れ
、
日
本

　

川瀬選
（現日4）

手が日本選手権
５０００mで ４ 位入賞!
　12月 4 日に大阪・ヤンマースタジ
アム長居で開催された第104回日本
選手権において、本学駅伝競走部の
川瀬翔矢選手（現日 4）が男子5000m
で 4位に入賞。自己最高記録を更新
する13分28秒70をマークし、三重県・
東海学生新記録及び日本人学生歴代
8位となる好記録を達成した。
　厳しい標準記録を突破した選手し
か出場できない日本最高峰の同大会。
今回は東京五輪の代表選考会を兼ね
ており、いずれの種目も熾烈な戦い
が繰り広げられた。5000mのレース
は序盤からハイペースで進み、2000m
過ぎには先頭集団が早くも 7人（オー
プン参加 3 人を含む）に絞られる展開

に。川瀬選手もその集団に位置して
いたが、ラスト 1周、わずかの差で
表彰台を逃した。卒業後はHonda（ホ
ンダ）に入り、競技を続けることが決
まっている。「オリンピック出場をい
ちばん大きな目標としてやっていき
たい」と語る川瀬選手。さらなる高
みへ、羽ばたく姿を期待したい。

れ
、
秦
昌
弘
神
職
養
成
部
長
の
斎
主
の
も
と
神
職
養
成
部

職
員
と
専
攻
科
生
が
奉
仕
。
祝
詞
で
は
推
古
天
皇
に
始
ま

る
修
史
事
業
を
受
け
た
天
武
天
皇
の
思
し
召
し
に
よ
る
日

本
書
紀
編
纂
の
過
程
を
振
り
返
っ
た
。
さ
ら
に
日
本
書
紀

が
本
文
と
と
も
に
異
伝
を
捨
て
ず
に
記
し
た
の
は「
敬

つ
つ
し
み」の

極
み
で
あ
り
、
そ
の
姿
勢
に
習
う
本
学
の
学
問
の
さ
ら
な

る
進
展
を
祈
念
し
た
。
参
列
者
一
同
、
神
を
敬
い
、
皇
室

を
尊
ぶ
日
本
の
国
柄
を
伝
え
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
、

小
串
和
夫
理
事
長
、
河
野
訓
学
長
、
清
水
潔
学
事
顧
問
ら

が
玉
串
拝
礼
を
し
た
。

紀
講
書
が
行
わ

れ
て
き
た
歴
史

や
内
容
の
誤
謬
、

紀
年
に
つ
い
て

説
明
。「
神
話
の

話
な
ど
荒
唐
無

稽
」
と
批
判
す

る
声
に
つ
い
て
は
「
難
し
い
か
ら
と
い
っ
て
軽
ん
じ
た
り

否
定
す
る
前
に
、
自
身
の
理
解
力
や
学
力
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
と
自
ら
を
反
省
し
て
い
る
」
と
田
中
卓
先
生

が
仰
っ
て
お
ら
れ
た
言
葉
を
紹
介
し
、「
誠
に
尊
い
教
え
で

あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
長
ら
く
記
紀
の
内

容
に
疑
惑
の
目
が
注
が
れ
て
き
た
が
、
埼
玉
県
の
稲
荷
山

古
墳
や
出
雲
の
荒
神
谷
遺
跡
・
加
茂
遺
跡
等
、古
伝
の
記
述

を
実
証
す
る
考
古
学
的
大
発
見
が
相
次
い
だ
こ
と
で
古
代

史
復
権
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

最
後
に
清
水
学
事
顧
問
は
建
学
の
精
神
に
あ
る
皇
国
の

道
義
、
皇
国
の
文
学
の
根
底
・
根
本
は
古
事
記
、
日
本
書

紀
に
あ
る
と
言
明
。
記
紀
に
よ
っ
て
我
ら
の
根
源
、
日
本

が
日
本
た
る
所
以
、皇
室
の
由
来
、国
体
の
尊
厳
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
、
稽
古
照
今
の
根
本
的
な
経
典
こ
そ
日

本
書
紀
で
あ
る
と
熱
く
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
、「
日
本
書
紀

尊
重
の
風
潮
が
再
び
興
隆
す
る
こ
と
を
願
い
、
自
ら
の
学

問
の
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
を
恥
じ
入
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

精
進
を
誓
う
」
と
締
め
く
く
ら
れ
た
。
こ
の
講
演
の
模
様

は
皇
學
館
大
学
大
学
生
テ
レ
ビ
局
のYouTube

チ
ャ
ン

ネ
ル
で
公
開
中
。
清
水
学
事
顧
問
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及

び
荊
木
美
行
教
授
、
遠
藤
慶
太
教
授
が
日
本

書
紀
研
究
の
最
前
線
を
語
る
番
組
も
順
次
公

開
す
る
の
で
、
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

� を開催

第１０４回
日本陸上競技選手権大会
兼 東京２０２０オリンピック競技
大会日本代表選考競技会

１ 位 坂 東 悠 汰（’96） 富士通 13分18秒.49 PB

２ 位 松 枝 博 輝（’93） 富士通 13分24秒.78

３ 位 吉 居 大 和（’02） 中央大学 13分25秒.87 PB

４ 位 川 瀬 翔 矢（’98） 皇學館大学 13分28秒.70 PB
男子５０００m ５ 位 松 村 陣之助（’95）コモディイイダ 13分34秒.53 PB

６ 位 森 田 佳 祐（’95） 小森コーポレーション 13分34秒.57 PB

７ 位 梶 原 有 高（’88） ひらまつ病院 13分35秒.24 PB

※PB＝パーソナルベスト
※吉居選手の記録は、U20日本

記録
※川瀬選手の記録は、東海学生

新記録並びに三重県新記録

８ 位 的 野 遼 大（’92） 三菱重工 13分35秒.63 PB
OP Ｊ . ソ ゲ ッ ト（’99） Honda 13分20秒.55

OP Ａ . ク ル ガ ト（’92） 中電工 13分21秒.39

OP Ｂ . キ メ リ（’95） 富士通 13分24秒.53

歌
ご
よ
み

本来なら令和 ２ 年 ５月21日に開催される予定だったが、コロナ禍の影響により12月24日に延期された

〈写真提供／EKIDEN NEWS〉

万全のコロナ対策のもと開催
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「学内ギャラリー」
が好評

河原田良一氏（国史第 5期）が 
瑞宝単光章受章
　令和 2年11月に「第35回危険
業務従事者叙勲」が発令され、公
共的な職務の複雑度、困難度、責
任の程度などを評価し、職務を果たした人に
対して授与される勲章「瑞宝単光章」を、元大
阪府警察本部警部補で本学国史学科（第 5 期）
卒の河原田良一氏が受章した。

記念館で大祓式を斎行
　コロナ禍を祓い、学内外に平穏が訪れ
ることを願って、12月25日、記念館にて
大祓式が斎行された。密を避けるため人
数を制限して執り行われた式には、小串
和夫理事長、河野訓学長をはじめ約60名
の教職員が参列。ロータリーにて四方祓
いを行った後、人形（ひとがた）に罪穢を移
し式は終了した。

第60期学友会が発足
「皇學館でよかったと思える 
学生生活を実現したい」

　第60期学友会が発足し、昨年に続き堀江翔
太さんが総務委員長に就任した。今期の抱負
について、「コロナ禍の中でもできることを見
定め、学生の皆さんが皇學館大学でよかった
と思える学生生活になるよう活動していきた
い」と語る堀江さん。部員のモチベーション
維持になればと企画した学内ギャラリー（本
紙面の下部記事参照）は評判も上々だ。
　また、次年度の新入生歓迎会の中止を受け、
部活動紹介動画をロータリー前のデジタルサ
イネージで流すことなどを検討しているとい
う。倉陵祭についても中止ではなく、別のア
プローチで実施できる企画を立てたいと意気
込みを語る。

　

令
和
３
年
学
長
年
頭
講
話
を
開
催

「
日
本
古
代
に
流
行
っ
た
疫
病
に
つ
い
て
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
　
」

　
１
月
14
日
、
記
念
講
堂
に
て
本
学
の
伝
統
で
あ
る
年
頭
講
話
が
開

催
さ
れ
、「
日
本
古
代
に
流
行
っ
た
疫
病
に
つ
い
て
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
　
」
と
題
し
、
河
野
訓
学
長
が
講
演
を
行
っ
た
。

　

１
月
14
日
、「
日
本
古
代
に
流
行

っ
た
疫
病
に
つ
い
て　

コ
ロ
ナ
禍

の
中
で　

」
と
の
題
目
で
河
野
訓

学
長
に
よ
る
年
頭
講
話
が
行
わ
れ

た
。

　

河
野
学
長
は
『
日
本
書
紀
』
に

あ
る
疾
病
の
記
述
に
つ
い
て
紹
介
。

崇
神
天
皇
の
御
代
に
悪
性
の
伝
染

病
が
蔓
延
し
た
こ
と
や
天
平
７

（
７
３
５
）年
・
９（
７
３
７
）年
に
疱

瘡
が
流
行
し
た
時
に
は
政
治
の
中

枢
を
担
っ
て
い
た
藤
原
４
兄
弟

（
武
智
麻
呂
・
房
前
・
宇
合
・
麻
呂
。
い

ず
れ
も
不
比
等
の
子
）
の
ほ
か
多
く

の
貴
族
、
庶
民
が
死
亡（
あ
る
研
究

に
よ
れ
ば
人
口
の
３
割
）
し
た
こ
と

な
ど
が
語
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
近

世
ま
で
は
、
疱
瘡
を
患
う
者
が
い

た
ら
遠
い
野
山
に
小
屋
を
建
て
そ

こ
に
送
り
捨
て
、
全
快
し
て
自
ら

帰
っ
て
く
る
ま
で
は
誰
一
人
訪
れ

も
し
な
い
で
置
い
て
お
き
、
ま
た

は
既
に
疱
瘡
に
か
か
っ
た
こ
と
の

あ
る
者
を
看
病
人
と
し
て
付
け
、

医
薬
の
手
当
て
も
な
い
ま
ま
生
死

を
天
に
任
せ
る
風
習
が
あ
っ
た
と

解
説
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
対
し
て
、

医
療
従
事
者
の
方
々
が
命
を
懸
け

て
治
療
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
と
力
説
。
感
染
リ
ス
ク
と
隣

り
合
わ
せ
の
中
で
尽
力
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

感
染
し
な
い
よ
う
、
ま
た
感
染
を

拡
げ
な
い
よ
う
、
最
大
限
の
努
力

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

　

柏
﨑
梢
さ
ん（
神
道
１
）は
「
疫

病
が
昔
も
流
行
っ
て
い
て
、
今
も

同
じ
状
況
と
い
う
箇
所
が
印
象
に

残
っ
た
」
と
話
し
、「
感
染
予
防
の

た
め
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
着
用
な

ど
自
分
た
ち
で
防
げ
る
こ
と
は
防

い
で
い
き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ

た
。「
過
去
か
ら
学
び
、
現
代
に
生

か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
語
る

の
は
中
桐
優
太
さ
ん（
現
日
３
）だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
実
習
を
通

し
て
興
味
の
あ
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
見
つ
か
り
志
望
職
種
が
絞
り
切

れ
て
い
な
い
と
話
し
つ
つ
、
健
康

で
元
気
な
こ
と
が
充
実
し
た
学
生

生
活
・
就
活
に
つ
な
が
る
と
し
て
、

手
洗
い
や
密
を
避
け
る
行
動
を
徹

底
し
た
い
と
抱
負
を
語
っ
た
。

奇術部
　倉陵祭など発表の場が無くなり、この企画を聞いた時は素直
に嬉しかった。発表の機会があると目標になり、レベルアップ
にもつながる。他の部員もみんな喜んでいた。能楽同好会と合
同で行ったため、奇術部を目的に来場した方以外にも見ていた
だけてよかった。� 林　知哉さん（コミ ３）

　新型コロナウイルスの影響で倉陵祭をはじめ学内外の各種
イベントが中止となり、成果を発表する機会が減っている。そこ
で、学友会が「学内ギャラリー」を企画。館内の一画に生け花や
写真など多彩な作品が展示され、通る人の目を楽しませた。本
コーナーではその一部をご紹介する。

アンサンブル部
　今年度は ６件の公演依頼がすべてキャンセルとなった。
演奏しても、聴き手がいなければ成り立たない。音を誰
かに届けることの大切さを知った。屋外実施は初めての
試みだったがとても楽しく、ＯＢ・ＯＧの先輩にもよかった
と反応をもらえた。コロナ禍でなくとも、このような場
があれば参加したい。� 田中翔英さん（現日 ３）

　日頃の部活動では生けた花を個々に持ち帰っており、人に
見てもらう機会は倉陵祭と萼の会総会のみ。今年度はどちら
も中止だったので、今回の企画はとても嬉しかった。 ４年生
の先輩も最後に展示の機会をいただけて有難いと言っていた。
廊下に展示したことで先生から感想を聞くことができた。今
後も学内で展示ができたら嬉しい。� 岩本菜那子さん（コミ ３）

第６０期 学友会総務部
総務委員長 堀 江 翔 太 神道 ２年
総務副委員長 河 西 一 成 国史 １年
会 計 委 員 田 中 ゆ 衣 教育 １年

庶 務 委 員
田 中 多 聞 神道 ３年

中 桐 優 太 現日 ３年

森　　啓　悦 現日 ２年

感染対策を徹底した中で行われた年頭講話

能楽同好会

写真部

邦楽部

美術部書道部

華道部
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高田高校と高大連携に
関する協定締結

生物学・理科教育学ゼミが
合同で高校へ実験出前授業

　高大連携事業の一環として教育学部生物学
ゼミ・理科教育学ゼミ合同で皇學館高校にて
出前授業を行っている。これまでは、大学主
体で行ってきた出前授業だが、現場の先生と
連携を図って授業の主体者となってもらい大
学生が補助を行う新たな試みを行っている。
扱う実験は「昆虫の血球による食作用」。新型
コロナウイルス感染症の流行で免疫に対する
関心が高まる中、体内に侵入したウイルスな
どの異物を血球が排除するシステムを実際に
観察する事は有用である。生徒からは「本当
に異物を取り込んでいて感動した」「免疫の仕
組みにとても興味を持った」といった前向き
な感想が多く寄せられた。今後もこうした新
形態の出前授業を進め、新たな取り組みに挑
戦していきたい。

「手品と図書館」をテーマに 
岡村真衣さんが招待講演
　 9月12日、岡村真衣さ
ん（国文 4）が日本図書館
研究会でオンラインによ
る招待講演を行った。題
目は「手品と目録のあい
だ　いつか記憶からこぼ
れ落ちるとしても　」。 
岡村さんが 2年生の頃か
ら取り組んできたテーマ「手品と図書館」が
同会担当者の目に留まり、講演が実現。学部
生が招待講演者になったのは同会史上初だと
いう。
　現存する手品資料を網羅的に収集、記録、保
存することによって体系的に見られるように
し、後世に伝えたいと講演で語った岡村さん。
これらの活動を通して手品文化の発展、新た
な価値の付与に寄与したいと熱弁をふるった。
国文学科の岡野裕行准教授は「初めて学会に
参加したとは思えない、とても素晴らしい発
表だった」と称えた。

人と関わる経験や能力が重要
卒業生・就職先企業アンケートより
　卒業後 5年目の学部卒業生及び過去 4年間
で本学学生を 2名以上採用いただいている企
業を対象にアンケート調査を実施した。
　これらのアンケートは、学生時代の教育に
関する意識や職場などでのニーズについて調
査し、教育改善と自己点検に反映させること
を目的としている。
　今回の調査では、卒業生・就職先ともに「世
代の異なる人とのコミュニケーション」や「人
間関係を構築する能力」といった人との関わ
りにおける経験や能力を重要視しているとの
結果を得た。結果について分析を進め、自治
体からも意見を頂戴し、カリキュラム改革な
どに活用していく。
　集計結果の詳細は公式ホー
ムページにて公開中。アンケ
ートにご協力いただいた方々
に厚く御礼申し上げます。

　

科
学
研
究
費
最
終
年
度

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

本
学
は
高
田
高
等

学
校（
津
市
）と
高
大

連
携
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
た
。
協
定

で
は
相
互
の
教
育
に

係
る
交
流
・
連
携
を

通
じ
て
高
校
生
の
視

野
を
広
げ
、
進
路
に
関
す
る
意
識
や

学
習
意
欲
を
高
め
、か
つ
高
校
教
育
・

大
学
教
育
の
活
性
化
を
め
ざ
す
。

　

令
和
２
年
12
月
11
日
に
同
校
に
お

い
て
行
わ
れ
た
調
印
式
で
鷲
尾
尚
史

学
校
長
は
「
日
本
古
来
の
宗
教
を
教

育
理
念
に
持
つ
学
校
同
士
、
連
携
協

定
を
結
べ
た
こ
と
に
感
謝
。
高
校
生

の
進
路
指
導
は
生
徒
が
何
を
し
、
学

び
た
い
か
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
進

学
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
。
今
回
の
連
携
に
よ
っ
て
大
学

が
求
め
る
人
材
像
や
教
育
内
容
へ
の

理
解
が
深
ま
り
、入
学
後
の
学
修
、学

生
生
活
が
よ
り
一
層
充
実
し
た
も
の

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
河
野
訓
学
長
は
「
三
重
県

の
教
育
界
に
と
っ
て
も
大
き
な
一
歩
。

高
大
連
携
が
進
み
、
深
ま
る
こ
と
で

三
重
県
の
将
来
を
担
う
生
徒
・
学
生

に
活
気
を
与
え
、
三
重
県
の
活
性
化

に
貢
献
で
き
る
人
材
、
ど
の
分
野
に

お
い
て
も
有
用
な
人
材
を
社
会
へ
送

り
出
し
た
い
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

　

平
成
30
年
～
令
和
２
年
度
の
３
年
間
、

「
水
戸
学
に
お
け
る
地
誌
の
注
釈
と
編

纂
を
め
ぐ
る
基
礎
的
研
究
」
基
盤
研
究

（
Ｃ
）と
題
し
て
、
橋
本
雅
之（
研
究
代
表

者
）、
板
東
洋
介
（
研
究
分
担
者
）、
兼
岡

理
恵（
研
究
分
担
者
、
千
葉
大
学
）の
３
人

で
共
同
研
究
を
実
施
し
た
。
最
終
年
度

に
あ
た
る
令
和
２
年
11
月
14
日（
土
）に
、

本
学
に
お
い
て
研
究
成
果
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
神
道
研
究
所
の
主
催
で
実
施
し
た

の
で
、
そ
の
報
告
を
す
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
本
学
神
道
学
科
中

山
郁
教
授
の
司
会
で
、
左
表
の
内
容
で

進
行
し
た
。
基
調
講
演
を
お
願
い
し
た

桐
原
健
真
氏
は
水
戸
学
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
り
、
水
戸
学
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
内
容
と
課
題
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
続
い
て

３
人
の
共
同
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
報
告
を
行
い
、
最
後
に
水
戸
学
と
地

誌
注
釈
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
出

席
者
か
ら
の
質
問
も
交
え
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
常
陸
国
風
土
記
の
注
釈
と
水
戸
学

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
共
通

認
識
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
今
後
の
古
風
土
記
受
容
史
研

究
の
み
な
ら
ず
、
水
戸
学
研
究
に
つ
い

て
も
、
新
た
な
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

開
く
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
は
大
き
な
意
義
が
あ

っ
た
。

�

現
代
日
本
社
会
学
部
教
授
　
橋
本
雅
之

　令和 2年12月13日（日）に本学を実行委員会本部と
して外国語教育メディア学会中部支部第95回研究大
会がZoom利用のオンライン形式で開催された。大
会のテーマは「COVID-19禍においても学びを継続
させるICT利活用」。
　開会式では、大会実行委員長を務めたコミュニケ
ーション学科の豊住誠教授が「本学は神道と日本の
文学、歴史を基盤とした大学であるが、英語教員養成
も含めた英語教育の充実も図っており、日本文化の
英語での発信にも力を入れている」と挨拶。次に同
学科のクリストファー・メイヨー教授が「“Distance 
English” in the Post-COVID-19 Era: Educational 
Opportunities and Challenges」と題して基調講演を
行った。午後は研究発表に続き、遠隔授業の実践で
成果を上げている全国的に著名な 3名をパネリスト
に招き、「コロナ禍における授業実践：中学校・高等
学校・大学の実例を基にアイデアを共有しません
か？」と題するシンポジウムで大会を締めくくった。
大会全体を通して、オンラインによる英語教育のあ
り方について活発な議論が行われた。

　

外国語教育メディア学会（LET）
研究大会をオンライン開催

　現在コロナ禍により、
子どもと保護者の孤立
や対面による保育実践
の制限など、保育・子
育て支援を行う上で厳
しい状況が続いている。
本学で毎年活動してい
る 〝子育て支援活動ぴ
よぴよ〞についても、コ
ロナの影響により令和
2年度の開催を中止とした。
　近年、学校教育だけでなく幼
児教育・保育現場においてもICT
の導入・活用が進められており、
将来を担う保育者として、教育・
保育・業務面でのICT活用能力は
大きな強みとなる。そこで、梶
ゼミ・土谷ゼミ所属の学生がリ
モートによる保育実践（大型絵
本を使った読み聞かせなど）を子

育て家庭や保育施設に向けて実
施した。新たな試みであったが
参加者からは大変好評をいただ
き、学生たちは実践経験から多
くの学びを得た。人と人との距
離をあけても、心の距離を近づ
けるような 〝繋がり〞 を大切に
した保育・子育て支援活動を今
後も続けていきたい。
 教育学部助手　中村真緒

　

教育学部 梶・土谷ゼミ生が
Zoomで絵本の読み聞かせ

�１ 基調講演
◦金城学院大学教授　桐 原 健 真氏
好古と考古：水戸学の思想史的意味

�２ 研究報告
◦橋 本 雅 之
会沢正志斎「新論」と『訂正 常陸国
風土記』序文 　底流としての水戸学　

◦兼 岡 理 恵
栗田寛の風土記研究
◦板 東 洋 介
水戸藩郡制改革と『常陸国風土記』研究

�３ パネルディスカッション
司　　会◦中山　郁
パネラー◦桐原健真　 橋本雅之
　　　　　兼岡理恵　 板東洋介

河野学長（左）と高田高校の鷲尾学校長

左から兼岡氏、板東准教授、橋本教授、桐原氏

連
携
項
目

●❶
大
学
教
員
に
よ
る
高
校
へ
の

出
張
講
義

●❷
指
定
校
推
薦
入
試
等
に
関
す

る
事
項

●❸
大
学
の
各
種
公
開
講
座
へ
の

聴
講
生
の
受
入
れ

●❹
双
方
の
教
育
課
程
・
教
育
内

容
・
教
育
方
法
等
に
関
す
る

意
見
交
換

●❺
そ
の
他
、
双
方
が
協
議
し
同

意
し
た
事
項

リモートでの子育て支援という新たな試みが評判を
呼んでいる

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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書
道
部
員
が
自
分
た
ち
で
表
装

書
道
部
が「
潜
志
展
」を
開
催

高・大硬式野球部共用施設
雨天練習場が完成!

　皇學館高校グラウンド内に高校・大学硬式
野球部が使用できる雨天練習場が完成した。
鉄筋コンクリート造で延床面積は408.82㎡。
高校硬式野球部の井出宏監督は「この練習場
のおかげで雨天でも練習できる場所が確保で
きた。バッティング、守備、走り込みなどの
練習も可能になった」と語り、キャプテンの
小林一翔さん（ 2 年 3 組）は「この施設を使って
みて、多くの人に支えられていることが実感
できた。感謝の気持ちでいっぱい」と喜びを
語った。高校・大学硬式野球部のさらなる活
躍に期待したい。

CLL活動で伊勢市バリアフリー
観光マップを制作

　東京オリパラに向け伊勢市は「共生社会ホ
ストタウン」となっており、ラオス人民民主
共和国のパラリンピック陸上選手の受入れや
「バリアフリー観光の推進」事業に取り組んで
いる。同事業にCLL活動として本学学生が参
画。 7月に内宮、 8月に外宮周辺のまち歩き
＆ワークショップを行い、集めたバリアフリ
ー情報が満載の観光マップを作成した。
　12月26日に行われた「伊勢市バリアフリー
観光マップ完成報告会」では完成に至る経緯
が語られたほか、紙ベースのマップに代わる
案内ツールとして注目を集めているウェブカ
メラによる遠隔支援システム等が紹介された。
後半にはラオスのパラ陸上チームとオンライ
ンでつながり、ラオスの紹介や令和元年に伊
勢市に来日した時の様子が伝えられた。なお、
今回作成されたバリアフリーマップは 2月以
降、伊勢市内 5カ所の観光案内所などで配付
される予定だ。

　
昨
年
12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
82
回
東
海
学
生
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会

に
お
い
て
本
学
駅
伝
競
走
部
が
３
時
間
16
分
13
秒
で
優
勝
。
見
事
４
連
覇
を

達
成
し
、
今
秋
開
催
予
定
の
２
０
２
１
出
雲
駅
伝
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

█

出
雲
駅
伝
出
場
切
符
を

█

後
輩
へ

　

連
覇
へ
の
期
待
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

か
か
っ
た
令
和
２
年
度
の
東
海
学
生
駅

伝
。
本
学
駅
伝
競
走
部
は
そ
の
重
圧
を

見
事
に
跳
ね
除
け
、
２
位
の
愛
工
大
を

3
分
以
上
引
き
離
す
圧
巻
の
走
り
で
ゴ

ー
ル
。
５
区
間
で
区
間
賞
に
輝
く
快
走

で
、
７
区
間
63
・
５
キ
ロ
を
走
破
し
た
。

　

レ
ー
ス
前
、
愛
工
大
と
の
一
騎
打
ち

に
な
る
と
想
定
し
て
い
た
日
比
勝
俊
監

督
。
選
手
た
ち
に
は
ミ
ス
や
油
断
に
付

け
入
れ
ら
れ
、
劣
勢
に
な
る
可
能
性
も

伝
え
て
あ
っ
た

と
い
う
。
予
想

通
り
２
区
で
愛

工
大
に
先
行
さ

れ
る
も
、
終
わ

っ
て
み
れ
ば
大

差
で
の
勝
利
。

日
比
監
督
は

「
４
年
生
の
起

用
が
多
か
っ
た

今
回
、
４
区
で

逆
転
、
４
連
続

区
間
賞
、
４
連

覇
と
何
か
の
縁

か
運
を
つ
か
み

取
っ
て
く
れ
た
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
が
多
い
中
、
出

場
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
学
生
に
は

感
謝
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

４
区
を
走
っ
た
主
将
の
平
山
寛
人
選

手（
教
育
４
）は「
逆
転
で
き
た
の
は
１
・

２
・
３
区
が
し
っ
か
り
走
り
、
５
・
６
・

７
区
が
守
っ
て
く
れ
た
か
ら
。
み
ん
な

の
力
で
成
し
得
た
優
勝
だ
と
思
う
。
ラ

ス
ト
駅
伝
を
み
ん
な
と
走
れ
て
、
後
輩

に
出
雲
の
出
場
権
を
渡
す
こ
と
も
で
き
、

本
当
に
嬉
し
い
」と
喜
び
を
語
っ
た
。５

区
の
佐
藤
楓
馬
選
手（
現
日
１
）は
「
平

山
さ
ん
が
ケ
ガ
で
つ
ら
い
状
況
で
も
主

将
と
し
て
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考
え
て
く

れ
る
姿
を
見
て
、
頑
張
ろ
う
と
励
み
に

な
っ
た
。
主
将
と
襷
を
つ
な
げ
た
こ
と

は
選
手
と
い
う
よ
り
、
後
輩
と
し
て
嬉

し
か
っ
た
。
大
き
い
存
在
だ
っ
た
４
年

生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
発
信
し
、
チ
ー

ム
を
引
っ
張
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う
精

進
し
た
い
」
と
胸
の
内
を
語
っ
た
。

　

先
輩
か
ら
後
輩
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
想

い
を
重
ね
た
「
心
の
襷
」
も
し
っ
か
り

と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

12
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
本
学
書

道
部
の
作
品
展「
潜せ

ん

志し

展
」が
シ
ン
フ

ォ
ニ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
響
ホ
ー
ル
伊

勢
で
開
催
さ
れ
た
。
展
示
さ
れ
た
の

は
「
読
売
展
」
出
品
を
目
指
し
制
作

し
て
い
た
二
八
（
寸
法
約
61
×
２
４
２

セ
ン
チ
）
と
呼
ば
れ
る
大
作
を
中
心

に
部
員
の
力
作
46
点
、「
潜
志
展
」
と

名
付
け
て
い
た
だ
い
た
中
京
大
学
名

誉
教
授
・
樽
本
樹
邨
先
生
ら
の
特
別

出
品
作
、
顧
問
の
上
小
倉
一
志
（
積

山
）
教
授
ら
の
賛
助
出
品
作
を
加
え

た
計
51
点
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
祭
や

多
く
の
公
募
展
が
中
止
と
な
っ
た
今

年
度
、
部
員
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

作
品
発
表
の
場
と
な
っ
た
。ま
た
、学

生
作
品
の
表
装
は
す
べ
て
彼
ら
の
手

作
業
に
よ
る
も
の
。
プ
ロ
の
表
具
屋

か
ら
仕
方
を
習
っ
た
小
掠
雄
大
さ
ん

（
国
文
２
）
が
中
心
と
な
り
、
軸
装
な

ど
材
料
も
す
べ
て
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
調
達
。
特
に
慎
重
を
要
す
る

裏
打
ち
の
作
業
は
練
習
し
て
技
術
を

磨
き
、
滲
み
止
め
ス
プ
レ
ー
を
使
う

な
ど
改
良
と
工
夫
を
加
え
、
機
械
等

は
使
わ
ず
す
べ
て
自
分
た
ち
で
作
業

を
行
っ
た
。
部
員
の
ひ
と
り
は
、「
心

が
落
ち
着
か
な
い
時
も
、
無
心
に
な

れ
る
」
と
書
道
の
魅
力
を
語
っ
た
。

大学・柔道部
お茶のリズムであそぶ
動画コンテストで特別賞
　本学柔道部がお茶のリズムであそぶ動画コンテ
ストで特別賞を受賞した。このコンテストは「お
茶」をテーマにしたあそびで元気になろうとNHK
エデュケーショナルが企画した「お茶 de あそい
く」プロジェクトの一環。柔道部員たちが「まっ
茶♪ むぎ茶♪ ほうじ茶♪ 緑茶♪」と楽しいリズ
ムに合わせて真面目に稽古する姿に、創作あそび
作家のたにぞうさんは「お茶のリズムを本格的に
スポーツに活用した内容は、『お茶deあそいく』が
めざすスポーツ界の姿を先取りしてくれた」と絶
賛。本来は　　 無い「特別賞」が急遽用意された
こともわ　　　　かった。なお、同コンテスト第

2弾に佐藤武尊部長のゼミ
生（コーチング学研究室）が
応募し、「伊藤園賞」を受
賞している。コロナ禍で
も楽しむ気持ちを忘れ
ず様々なことに挑戦す
る学生たち。これから
も注目していきたい。

鈴木健一伊勢市長が 
オンデマンド授業
令和 2年度伊勢志摩共生学

　令和 3年 1月21日、伊勢市の鈴木健一市長
が「伊勢志摩共生学～これからの伊勢～」と
題しオンデマンド授業を行った。講演では「笑
子化・幸齢化」をスローガンに、ICT 教育の
推進や健康づくりに向けた事業、安心・安全
な観光地づくり等、さまざまな取組みが行わ
れていることが紹介された。また、全国で初
めてクリエイター対象のワーケーション促進
事業が展開され、演出家の宮本亞門さんや歌
手の相川七瀬さんなど第一線で活躍するアー
ティストが参加したことなどが語られた。
　さらに、 8市町と本学がコラボし注目を集
めた「広報いせ特集記事制作プロジェクト」
などCLL活動に対する大きな期待を語り、学
生の力がまちを元気にするきっかけになると
して引き続き協力を呼び掛けた。

第８2回 東海学生駅伝対校選手権 大会結果
順 位 大 学 名 記　　録
１ 位 皇 學 館 大 学 ３ 時間１６分１３秒
２ 位 愛知工業大学 ３ 時間１９分５０秒
３ 位 岐阜協立大学 ３ 時間２０分５７秒
４ 位 名 古 屋 大 学 ３ 時間２１分５７秒
５ 位 中 京 大 学 ３ 時間２５分２８秒
６ 位 愛 知 大 学 ３ 時間２７分４７秒
７ 位 静 岡 大 学 ３ 時間２８分１０秒
８ 位 東海学園大学 ３ 時間２９分０２秒

各区間の記録
区間・距離 氏　名（学科・学年） 記　録 区間順位

１ 区� ８.５km 桑 山 楓 矢（現日 ４） ２５分５３秒 区間賞

２ 区�１０.６km 上 村 直 也（教育 ４） ３２分０４秒 ３ 位

３ 区� ８.１km 竹 内 啓一郎（国史 ２） ２５分００秒 ２ 位

４ 区� ８.３km 平 山 寛 人（教育 ４） ２６分２５秒 区間賞

５ 区�１０.３km 佐 藤 楓 馬（現日 １） ３３分０８秒 区間賞

６ 区� ５.４km 宮　城　　響（教育 ４） １６分４４秒 区間賞

７ 区�１２.３km 川 瀬 翔 矢（現日 ４） ３６分５９秒 区間賞

表装作業をする小掠さん

柔道部受賞
動画作品は
こちらから
ご覧ください。

ア
ン
カ
ー
と
し
て
笑
顔
で
ゴ
ー
ル

テ
ー
プ
を
切
る
川
瀬
翔
矢
選
手〈写真提供／中日新聞〉

4連覇を
達成!

副賞はペットボトル120本!

　

４ 年生がラスト駅伝で有終の美!
東海学生駅伝大会

インフォメーション

スポーツ

アカデミック

グローバル

地 域 連 携

カルチャー＆スポーツ

Information

Academic

Global

Sports

Regional Collaboration

Culture & Sports
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内
定
者
ボ
イ
ス

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
く
じ
け
ず
、
教
職
、
公
務
員
の
内
定
を
獲
得
し
た
先
輩
た
ち
の
声
を
紹
介

し
ま
す
。

❶
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
し
た
こ
と
　
❷
成
功
の
秘
訣
・
工
夫
　
❸
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

┤◆
公
務
員
編�

├

┤◆
教
職
編�

├

▔新家
萌ほ

の
か愛（

国
文
）

【
内
定
先
】中
学
校
・
国
語
科 

（
三
重
県
）

❶
教
育
実
習
の
延
期
や
集
団

面
接
の
中
止
な
ど
あ
ら
ゆ
る

こ
と
に
お
い
て
前
例
が
な
く
、

先
が
見
通
せ
な
い
こ
と
に
不

安
を
覚
え
た
。
❷
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
面
接
練
習
を
し
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
模
擬
授
業

の
練
習
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
経
験
不
足
を
補
っ
た
。

❸
や
み
く
も
に
勉
強
す
る
よ

り
も
受
験
す
る
自
治
体
の
出

題
傾
向
を
つ
か
み
対
策
を
立

て
る
こ
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
教
育
ア
シ
ス
タ
ン
ト
は

１
・
２
年
生
か
ら
始
め
た
方

が
面
接
等
で
の
引
き
出
し
が

増
え
る
。

▔河村
優
希（
国
史
）

【
内
定
先
】中
学
校
・
社
会
科 

（
三
重
県
）

❶
４
・
５
月
と
授
業
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
な
り
、
仲
間
と
取

り
組
ん
で
い
た
勉
強
に
一
人

で
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
ず
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
が

難
し
か
っ
た
。
❷
友
人
と
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
励
ま
し
合
っ

た
り
し
て
気
持
ち
を
切
ら
さ

ず
に
勉
強
を
継
続
し
た
。

❸
先
を
見
据
え
春
頃
か
ら
二

次
試
験
の
面
接
対
策
を
す
べ

き
。
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
な
ら

ず
に
自
分
な
ら
で
き
る
と
常

に
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
。

同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
と
努

力
で
き
る
環
境
を
作
れ
た
ら

互
い
に
高
め
合
え
る
。

▔高山
大
雅（
教
育
）

【
内
定
先
】小
学
校（
三
重
県
）

❶
面
接
の
練
習
が
思
う
よ
う

に
で
き
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ

に
よ
る
学
校
現
場
の
変
化
や

国
の
政
策
を
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
っ
た
。
❷
数
少
な

い
面
接
練
習
の
機
会
に
話
し

方
や
表
現
な
ど
を
丁
寧
に
直

し
て
い
た
だ
き
、
面
接
で
話

す
内
容
を
深
め
て
い
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
、
資
料
を

読
み
込
み
、
感
染
予
防
の
た

め
の
行
動
に
つ
い
て
自
主
的

に
学
習
し
た
。
❸
勉
強
は
1

年
前
く
ら
い
か
ら
始
め
て
お

く
。
自
ら
の
理
想
と
す
る
教

師
像
を
明
確
に
し
て
お
く
と

面
接
や
勉
強
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
保
て
る
。

▔天野
ほ
の
か（
教
育
）

【
内
定
先
】公
立
保
育
園 

（
三
重
県
松
阪
市
）

❶
受
験
方
法
や
試
験
の
形
式
、

内
容
が
昨
年
度
か
ら
大
き
く

変
わ
っ
た
た
め
、
対
策
が
大

変
だ
っ
た
。

❷
参
考
書
・
問
題
集
を
活
用

し
傾
向
を
つ
か
ん
だ
。
教
職

担
当
の
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
り
同
じ
自
治

体
を
受
験
す
る
友
人
同
士
で

意
見
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と

で
改
善
点
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
❸
一
人
で
し
よ

う
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

周
り
の
人
に
意
見
を
も
ら
い
、

協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
。

▔吉川
雄
貴（
教
育
）

【
内
定
先
】文
部
科
学
省

❶
採
用
試
験
の
日
程
が
大
幅

に
延
期
さ
れ
、
時
間
的
な
余

裕
が
で
き
た
一
方
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
維
持
に
苦
労
し

た
。
❷
教
員
志
望
の
友
人
と

勉
強
し
、「
自
分
も
頑
張
ら
な

く
て
は
!
」
と
思
え
る
環
境

に
身
を
置
い
た
。
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
休
暇
を
し
っ
か
り
と
取

り
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
。

❸
自
己
分
析
の
徹
底
を
。
経

験
値
が
足
り
な
い
と
思
っ
た

方
は
就
活
・
学
生
生
活
共
に

充
実
さ
せ
る
と
、
就
活
に
必

ず
有
利
に
働
く
。

▔古市
桃
香（
教
育
）

【
内
定
先
】四
日
市
市
役
所

❶
対
面
で
の
集
団
討
論
や
面

接
の
練
習
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
自
宅
外
で
の
勉
強
の
ス

ペ
ー
ス
が
減
り
、
勉
強
が
進

ま
な
か
っ
た
。
❷
他
県
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
も
恥
ず
か

し
が
ら
ず
相
談
す
る
な
ど
、

と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
な
人
を

頼
り
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

っ
た
。
勉
強
は
ル
ー
テ
ィ
ン

を
決
め
、
１
日
も
欠
か
さ
ず

や
り
遂
げ
た
。❸「
絶
対
に
な

る
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を

持
つ
。

▔田矢
聖
乃（
現
日
）

【
内
定
先
】滋
賀
県
警
察
本
部

❶
春
の
第
１
回
の
採
用
試
験

が
中
止
に
な
っ
た
県
警
も
あ

っ
た
こ
と
。
❷
自
分
だ
け
で

な
く
み
ん
な
同
じ
条
件
と
考

え
、
な
る
べ
く
前
向
き
に
と

ら
え
た
。
就
職
支
援
室
に
は

履
歴
書
作
成
や
面
接
対
策
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、

精
神
的
に
も
支
え
ら
れ
た
。

❸
情
報
収
集
・
準
備
を
し
て

お
く
こ
と
で
心
の
余
裕
が
生

ま
れ
る
。

　

小
学
校
教
員
と
し
て
羽
ば
た
け
!

学
生
主
体
の
勉
強
会
「
つ
ば
さ
」
立
ち
上
げ

　

小
学
校
教
員
を
志
す
学
生
が

主
体
と
な
っ
て
教
員
採
用
試
験

突
破
を
め
ざ
す
勉
強
会
「
つ
ば

さ
」
が
発
足
し
た
。
11
月
25
日
、

記
念
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
発

足
式
に
は
約
１
６
０
名
が
参
加
。

同
会
の
会
長
を
務
め
る
河
野
訓

学
長
は
「『
倉
志
会
』
は
立
ち
上

げ
か
ら
２
年
で
順
調
に
成
果
を

上
げ
つ
つ
あ
る
。『
つ
ば
さ
』
に

お
い
て
も
教
員
に
な
り
た
い
学

生
一
人
ひ
と
り
の
夢
の
実
現
に

向
け
て
総
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

体
制
を
整
え
、
志
あ
る
学
生
に

最
善
の
環
境
を
与
え
た
い
。
皆

さ
ん
の
頑
張
り
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

過
去
３
年
、
教
員
採
用
試
験

に
お
い
て
皇
學
館
生
は
一
次
試

験
で
65
〜
74
％
の
合
格
率
で
あ

る
一
方
、
二
次
試
験
は
35
〜
57

％
（
※
一
次
試
験
合
格
者
に
対
す

る
合
格
率
）と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
、「
つ
ば
さ
」
で
は
二
次
試

験
の
対
策
に
重
点
を
置
き
、
集

団
討
論
練
習
や
場
面
対
応
、
模

擬
授
業
、
教
員
を
交
え
て
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
場
数
を

増
や
し
て
度
胸
を
養
い
、〈
話
す

力
〉の
育
成
を
図
る
。学
生
リ
ー

ダ
ー
の
原
田
あ
い
か
さ
ん
（
教

育
３
）は
「
同
じ
夢
を
持
つ
仲
間

と
切
磋
琢
磨
し
、
高
め
合
う
場

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
話
し
た
。

無心ではなく、考えて行動
奈良県・大神神社� 神道学科 ２年　植 木 美 帆

　

高
校
３
年
の
と
き

皇
學
館
大
学
卒
の
先

生
か
ら
「
神
道
は
日

本
人
の
感
性
そ
の
も

の
。
千
年
以
上
受
け
継
が
れ
て
き
た
素
晴

ら
し
い
も
の
」
と
の
言
葉
を
受
け
、
私
も

そ
れ
を
伝
え
て
い
く
一
人
に
な
り
た
い
と

思
い
、
神
職
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
で
は
「
伝
統
は
継
承
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
言
葉
が
胸
に
残
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
ま
で
効
率
よ
く
作
業
す
る

こ
と
が
苦
手
で
し
た
が
、
実
習
を
通
し
て
、

先
の
状
況
を
考
え
素
早
く
丁
寧
に
作
業
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
「
お
守
り
の
授
与
は
笑
顔
で
懇
切
丁
寧

に
、祭
事
に
関
わ
る
際
は
厳
か
に
」と
の
教

え
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
気
を
引
き
締

め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人と人とを繋ぐナカトリモチとして
奈良県・大神神社� 神道学科 ２年　松 永　 渉

　

年
末
は
正
月
の
準

備
、
年
始
は
授
与
所

な
ど
で
参
拝
者
に
対

応
し
ま
し
た
。
ま
た
、

玉
串
拝
礼
な
ど
大
学
で
基
本
の
作
法
を
学

ん
だ
お
か
げ
で
自
信
を
持
っ
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
自
信
が
心
の
余
裕

を
生
み
、
神
職
の
方
と
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
機
会
に
繋
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
考
え
る
現
代
の
神
職
と
は
ご
奉
仕

し
て
い
る
神
社
を
守
り
存
続
に
力
を
尽
く

す
だ
け
で
な
く
、
神
社
に
つ
い
て
広
く
知

っ
て
も
ら
う
役
割
も
担
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
昔
か
ら
神
職
は
神
様
と
人
間
と
の

仲
を
取
り
持
つ「
ナ
カ
ト
リ
モ
チ
」と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
横
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な

っ
て
き
て
い
る
今
、人
と
人
と
を
繋
ぐ「
ナ

カ
ト
リ
モ
チ
」で
も
在
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

就職支援スケジュール� 学部３年生・院１年生対象

2月� ２㊋ 終　了 集団面接練習会
３㊌ 終　了 グループディスカッション練習会
４㊍ 終　了 集団面接練習会
５㊎ 終　了 公務員試験対策ガイダンス【２,３次試験対策】

８㊊ 終　了 集団面接練習会
12㊎ 終　了 今からでも間に合う就活キホン講座
15㊊ 終　了 グループディスカッション練習会
17㊌ 終　了 オンライン面接対策講座
18㊍ 終　了 集団面接練習会
19㊎ 終　了 集団面接練習会
22㊊ ５３１教室 集団面接練習会／警察・消防業務説明会
24㊌ ５３１教室 集団面接練習会

３月 詳細な日程は調整中ですが、随時学内企業説明会を実施する予定です。

内定者報告会に先立ち「つばさ」の発足が発表された

皇 學 館 学 園 報（  ）　第86号� 令和 3年 2月22日5



新・校友会本部役員が決まる

地場産業を五感で堪能
２ 年生が尾鷲・熊野で宿泊研修

お互いを思いやる世界に
全学年で人権学習

「行動」でいじめ反対のメッセージ
「ピンクシャツデー運動」に全校生徒が参加

交通安全講習会・薬物乱用防止講演を 
オンライン開催

何事も怖がらずやってみる� ２ A　小 林 柚梨彩

現地へ行くことの大切さ� ２ B　金 森 星 明

令和２年１１月１９・２０日、 ２
年生が尾鷲・熊野へ宿泊

研修に赴いた。「総合的な学習」
の時間で地場産業について学び
を進めている中、現地で農林水
産業に携わる方々から直接講話
を聞く機会を得たからこそ、イ
ンターネットではわからなかっ
た苦労や醍醐味に触れることが
できた。また、干物づくりや尾
鷲桧を使ったオリジナルの箸づ
くり、みかんの収穫など実地体
験をすることにより、事前の調
べ学習で知り得た以上のものを
五感で堪能し、より一層、尾鷲・
熊野の魅力を実感できた。尾鷲神社や花窟神社では宮司さまから神
社の成り立ちや御祭神について大変貴重なお話を伺うことができ、
神社に対する関心が高まった。生徒たちにとって世界に誇れる三重
県について学ぶとともに、グローバル社会を生きる上で必要な自国
文化への理解を深められた素晴らしい研修となった。
� ２ 年生主任　田中孝昌

１２ 月１４日の ５・ ６限目に全学年で人権学習を行った。
　 １年生は「友人のいいところさがし」。友人が書い
た ５つほどの長所をパワーポンイトで表示し、「この
友人はだれだ？」クイズをした。また、挙げられた
それぞれの長所を冊子にまとめ配布したところ、嬉しそうに読む生徒がたくさん
いた。ちなみに副担任にも冊子が手渡され、生徒たちと同様に笑顔になっていた。
温かい雰囲気に包まれた中での人権学習となった。この学習を通じ、友人を大切
にする＝自分自身も大切にすることだと学んだように思う。
　 ２年生は今も残ってしまっている部落差別や、ネットでおきている差別問題に
ついて具体的に学習した。被差別部落の歴史を学び、正しい知識を身につけること
で差別や偏見を見抜き、それを許さない態度と指摘できる実践力がついたと思う。

　 ３年生はマララ・ユスフザイさんの国連スピーチ
などから、子どもや女性の教育を受ける権利が今な
お奪われている現状を理解した。その中で、このよ
うな不条理をなくすためにとったマララさんの行動
が、いかに勇気のいる行為だったのか感じ取ること
ができたと思う。

　世の中には依然として差別や偏見に満ちた発言やいじめが残念ながら見受けら
れる。そのような場面に接したとき、勇気を持って「それはちがうよ」「それはい
じめだよ」と指摘できるようになってほしい。将来、友人を今以上に大切にし、思
いやりを持つことのできる世界の実現に向け、この人権学習が一助となることを
願う。� 人権教育部・ 1年生副担任　小林　晃

〝いじめ反対〟 の意思を目に見
える形で示そうと、昨年１１

月１７日から３０日にかけて「ピンクシ
ャツデー運動」が高校・中学校にお
いて展開され、校友会役員が作成し
たピンクのリボンを全校生徒・教職
員が身に付け、いじめに対する意識
を高め、いじめを生まない環境づくりに取り組んだ。
　ピンクシャツデーとは平成19年にカナダで起こった「いじめ反対運
動」のこと。中学 ３年の男子生徒がピンク色のポロシャツを着て登校
したことでいじめられる。それを知った上級生の男子 ２人がその日の
うちに７５枚のピンクシャツなどを買い、一緒に学校で着ようとメール
や掲示板で友人・知人に呼びかけたところ、想定を遥かに超える数百
人の生徒がピンク色の服や小物を身に付けて登校し、学校中がピンク
に染まりいじめがなくなった。以来、毎年 ２月最終水曜が学校や職場
にピンク色の衣類を身に付けて行くピンクシャツデーとしてカナダ全
土に定着し、アメリカ・イギリスなど世界各地に広まった。そして現
在この運動は〝いじめ反対〟 のメッセージを行動で示すと同時に、い
じめを個人や当事者間ではなくみんなの問題と捉え、いじめの定義や
現状、及ぼす影響などいじめに関するさまざまな課題・問題について
考える機会となっている。

本校は令和 ２年度自転車安全利
用モデル校に指定されたこと

を受け、グラウンドで開催する予定
だった交通安全講習会を新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため１２月 ９
日にGoogle meetを使った講習会に
変更して実施した。伊勢警察署交通
課の署員の方から自転車が関わる交
通事故の現状や安全な乗り方のほか、
危険な運転、法律上の注意事項、自
転車の保険などについて詳しく説明
していただいた。また伊勢署管内で
事故の起こりやすい場所や自転車横
断帯の利用方法など身近な所で気を
つける点も教えていただいた。
　同月１１日には １学期末に実施予定だった薬物乱用防止講演をオンライン
で開催。前半は伊勢警察署生活安全課少年サポートセンターの方より薬物
の種類、薬物に接触するきっかけ、薬物の人体に与える影響、危険性につ
いて話していただき、薬物乱用防止についての動画を視聴した。後半は薬
物の販売が資金源となっている暴力団の現状について、三重県警察本部暴
力団担当係の方から話をしていただいた。

　研修前は「ただの田舎」と思っていた尾鷲・熊野は、実際に行ってみ
ると「自然豊かな美しい田舎」でした。体験したサンマ寿司づくりや干
物づくり、人々への挨拶など初めは不安で怖かったことも、やってみる
とすごく楽しかったです。先生が事前におっしゃっていた「研修の行先
には必ず意味がある」との言葉がとてもよく分かった研修でした。

　尾鷲・熊野にはたくさんの名所や世界遺産があり、とても神秘的で感
動しました。SDGsとからめた学習だったためどの体験もしっかり考える
機会になったこと、また、事前学習で調べた情報以上に知ることができ、
現地へ行くことの大切さもわかりました。今回学んだ尾鷲・熊野の歴史
や課題をもとに、来年の修学旅行が今年以上によりよい研修となるよう
活用していきたいです。

　令和 2年12月21日、校友会本部役員選
挙で当選した新メンバー 5名の任命式が
執り行われた。昨年度書記を務め、唯一
の 2年生として今年度の総務委員長に就
任した山中美璃依さんは「 1年生のメン
バーにとって気軽に相談できる存在にな
りたい」と話し、「昨年度の校友会活動で
目標を習慣づける〈Knis運動〉に関わっ
た経験を基に、この学校をより良くする
ための目標と皇學館生として何を習慣づけておかなければいけないのかを考え、リー
ダーとして最後まで責任を持って役目を果たしていきたい」と意気込みを語った。

高
　
校

中
高
合
同

中
学
校

ピンクリボンを胸に付ける
校友会役員

伊勢市神田久志本町内の事例を紹介

オンラインでの薬物乱用防止教室

左から川本こまち（会計）、長沢成起（総務副委員長）、
山中美璃依（総務委員長）、福原梨理衣（総務副委員
長）、清水杷菜（書記）

マララさんのスピーチに学ぶ（ 3 A）

1Aでの「いいところさがし」

初めての収穫体験にどきどき…

神職さんの話を熱心に聞く生徒たち
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イベントカレンダー

お問い合わせは皇學館大学地域連携推進室へお願い
致します。TEL0596-22-8635

◣ 

◤

人

事

◢ 

◥

■ 

退
　
職 

▼�

令
和
２
年
11
月
30
日
付

学
生
支
援
部
学
生
担
当�

嘱
託
職
員�

上
林
　
拓
磨

■ 

採
　
用 

▼�

令
和
２
年
12
月
１
日
付

学
生
支
援
部
学
生
担
当�

嘱
託
職
員�

歌う
た

代し
ろ

　
勇ゆ

う

祐す
け

　

❶
出
身
地
・
経
歴
等　

皇
學
館
大

学
教
育
学
部
卒
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年

海
外
協
力
隊
ブ
ー
タ
ン
派
遣

❷
趣
味
・
特
技
等　

旅
行
、読
書

❸
座
右
の
銘　

返
事
は「
は
い
」か「
Ｙ
Ｅ
Ｓ
」

❹
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ　

学
生
が
充
実
し
た
寮
生
活
が

お
く
れ
る
よ
う
、誠
意
を
も
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

皇學館高校・中学校 卒業生随想
この春、皇學館高校は383名、皇學館中学校は39名が卒業を迎える予定だ。彼らの胸に去来する思いを語ってもらった。

皇學館高校

失敗ではなく「試練」
３ 年 ７ 組　田 村 優 我（前校友会総務委員長）

　高校に入りまず驚いたのは、体育大会での
３年生の団結力でした。各競技に一生懸命に取
り組み、クラスのために精一杯自分の力を発揮している姿や応
援合戦でのパワーに圧倒されました。そんな学校行事を引き継
いでいきたいと思い、 ２年生の時に校友会役員に立候補しまし
た。しかし、実際に校友会の活動を進めていく中で自分の力不足
を感じました。思ったようにできない自分にもどかしさを感じ
たり、自信を失くしそうになる時が何度もありました。そんな時
に支えてくれたのは周りの友人でした。悩んでいる時にはいつ
も私の話を聞いてくれて、相談に乗ってくれました。そのことで
とても元気づけられ、もう一度やってみようと意欲も湧いてき
ました。そして私は校友会役員の任期を無事に終えることがで
きました。この経験から、私は今後も人とのつながりを大切にし、
人の心の支えとなれるような人物になりたいと思っています。
　最後に、私が在校生の皆さんに伝えたいことは後悔をしない
ということです。誰でも過去を振り返った時に、もっとこうす
ればよかったと思うことが少なからずあると思います。しかし、
それを失敗ととらえるのではなく、今の自分に必要な試練だと
思えば頑張れるはずです。これからの高校生活は大変なことも
多いと思いますが、ぜひこのことを意識してみてください。

努力によって人は成長する
３ 年１０組　堀 出 萌 絵（前校友会総務副委員長）

　皇學館高校に入学してあっという間に ３年
が経ち、気がつけば卒業を目の前にする時期と
なりました。この ３年間で私が学んだのは何かに努力すること、
諦めないことの大切さです。私は ３年間写真部に所属していま
した。入学時から自分の夢である全国大会出場を目標にして作
品作りに励んできました。そしてその努力が実り、昨年度、今
年度ともに出場することができました。この取り組みの中で私
が学んだのは、努力によって人は大いに成長するということで
す。もちろん努力の結果が出れば素晴らしいですが、もし上手
くいかなかったとしても、努力した経験は必ず自分の糧になる
と思います。このことは校友会役員としての活動にも共通して
いました。校友会の行事を企画したり運営したりするのには大
きな努力が必要で、何度も失敗を繰り返しました。それを役員
みんなで乗り越えようと努力することにより私たちは成長し、
より良い行事を作ることができたのだと思います。在校生のみ
なさん、高校生活は本当にあっという間に過ぎていきます。そ
の貴重な高校生活で、努力した、熱中できたと思う事を何か一
つでもいいので作ってください。きっと自分を何倍にも成長さ
せ、最高の高校生活を過ごしていけると思います。

強く優しい大人になって
高校第 ３ 学年主任　小 塚 邦 代

　昨年末、その年の世相を漢字一字で表す「今年の漢字」が「密」
と発表された。世界的に新型コロナウイルスが蔓延する中、感染
防止対策として「三密」回避が提唱され、国民の生活様式に影響
を与えたという理由で選ばれたとか。思えば、今年は国際社会・
国際経済から私たちの身近なところに至るまで、さまざまな分野
において気づきがあり、見直しがありといった変化の一年だった。
学校現場でも今まで当たり前にできていたことが制限される日々
が続き、生徒たちもさぞかしとまどい、不安に感じたこともあっ
ただろうと思う。しかし、今年一年、さまざまな不便を経験する
ことで、当たり前の環境だと思っていたことに感謝することがで
きたのも事実だ。「仲間とともに過ごし、学び合う」ことができる
ということ、また多くの方の支えや協力によって今の自分がある
ということを忘れないでほしい。
　未だ新型コロナウイルス感染者数が増え落ち着かない状況の中、
第５６期生がまもなく卒業をむかえる。君たちにとって、今年はさ
まざまな意味で特別な年として記憶に残ることだろう。今、目の
前にあることに対して誠実に向き合い、強く、優しくバランス感
覚を兼ね備えた大人になってほしい。

皇學館中学校

「ありがとう」
３ 年Ａ組　中 ひ な の（前校友会総務委員長）

　「『ありがとう』に漢字をあてると『有難う』
です。有ることが難しいのに、それが有ると感
じるから『有難いな』と思うわけです」
　入学式当日、こう担任の先生から話されたことを今でもふと
思い出します。本当にあっという間の ３年間でした。校友会本
部役員として過ごしたこの ３年間は私にとって忘れることので
きないものとなりました。本部役員として活動するなかでも、
普段の学校生活においても、最初は未熟な自分がいました。自
分のことに精一杯で周りの優しさや気遣いにも気づくことがで
きずにいました。皇中祭に向けてクラスのみんなで協力したり、
校友会本部として本部プロジェクトを企画していくなかで、仲
間の大切さや周りの優しさに気づくことができました。
　私がこんなふうに変わることができたのも周りのおかげだと
思います。困っていた時、優しく相談に乗ってくれた先輩や友
達、そして優しく、時には厳しく指導してくださった先生方、
本当に今まで有難うございます。
　これからはいただいたご恩を、少しずつ日々の生活を通して
返していきたいと思います。

「本当の努力」を続けていく
３ 年Ｂ組　深 津 弘 季（前校友会総務副委員長）

　小学生の頃、僕は極度にひかえめな性格で
した。しかし、そんな自分を変えたいと思い、
この皇學館中学校に入学しました。
　勉強嫌いだった僕は、成績もしばらく伸び悩みました。しか
し諦めずに努力したせいか、少しずつ向上し、思いがけず校友
会本部役員に薦められました。全校生徒を前にリーダーシップ
を発揮するなど、それまでの自分には考えられないことでした
が、立候補を決意し、役割を全うしました。自分を変えるとい
う意味でも、いま改めて役員になってよかったと思います。
　こうして努力の成果が一つひとつ「形」になっていく一方で、
自身の「限界」を痛感する場面もたびたびありました。
　しかし、その都度、乗り越えてきたように、今後も、その時々
の「限界」を突破し、「本当の努力」を続けていきたいと思って
います。
　「もう、卒業なのか」と思うほど非常に短い ３年間でした。自
分をこれほど変えることができたのは、先生方や仲間たちのお
かげで感謝しきれません。皇學館中学校で学んだすべての経験
を生かし、これからも自分のさらなる夢に向かって歩んでいこ
うと思います。

さらなる活躍を祈って
中学校第 ３ 学年主任　安 道 里 巳

　入学してしばらくは終礼が長引いていた。「どうしてこの先生は、
こんなに延々とお説教を垂れるのだろうか」と、さぞ困惑してい
たにちがいない。それから約 ２カ月後の、ともやま公園での宿泊
研修。クラス・学年の仲間たちとともに、志摩の、青く大きな空
と海に包まれて体験したシーカヤック。あのとき、おそらくみん
なは、皇學館中学校がどんな学校づくりを目指しているのか、お
およそ身をもって理解したことだろう。
　あれから早くも ３年の歳月が流れようとしている。学習面では
定期考査に挑むたび、努力を積み重ねることの大切さを知り、ま
た体育大会や皇中祭（文化祭）、さらにクラブ活動では互いに協力し
合うことの意義を学んだはずだ。そうして、日々絶えず織りなし
てきた数々の体験が、いまのきみたち自身を形づくっているのだ
ともいえる。
　いよいよ門出を迎えるけれど、皇學館高等学校という次のステ
ージが、きみたちを待ち構えてくれている。そこでの活躍がいま
から楽しみでならない。きみたちならば、きっと自分の「夢」へ
と向かってこれからも邁進し続けてくれると信じている。それで
は最後にもうひとこと。ご卒業、本当におめでとう。

近鉄文化サロン阿倍野 共催講座
会場●近鉄文化サロン阿倍野

詳細は近鉄文化サロン阿倍野（TEL06-6625-1771）へ 
お問い合わせください。有料・要予約

新型コロナウイルス感染症の状況を鑑
み、変更・中止となる場合がございます。

令和 ３年度
皇學館大学 �月例文化講座
年間テーマ

令和新時代に求められるコミュニケーション
〜コミュニケーション学科創設20周年を記念して〜
担当●コミュニケーション学科� 聴 講 料 無 料
時間●各日とも午後２時より� 通信にかかる費用は、 　

受講者のご負担となります。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
実
施

第 １回 ６／５●土� 芳 賀 康 朗教授
ノンバーバル・コミュニケーションの役割
第 ２回 ７／３●土� 桐 村 　喬准教授
新時代のコミュニケーションツールとしての地図�
　ハザードマップと旧版地形図の読み方　
第 ３回 ８／７●土� 玉 田 貴 裕助教
言語の違いが物事の捉え方に及ぼす影響
第 ４回 ９／４●土� 髙 沢 佳 司助教
令和を生き抜く感情コントロール方略

オ
ン
ラ
イ
ン
＋
対
面
を
検
討
中

第 ５回 10／９●土� クリストファー・メイヨー教授
海を渡った日本古典
第 ６回 11／６●土� 中 山 　真助教
対人関係とストレスの心理学
第 ７回 12／４●土� 豊 住 　誠教授
英語教科書からみる英語教育の変遷

オンラインの聴講方法は未定。決定次第、�
公式ホームページでご案内致します。

 4 /17土 15：30～
聖徳太子と『日本書紀』
講師●荊木美行（研究開発推進センター教授）

 5 /22土 15：30～
皇室の基礎知識Ⅴ　宮家（親王家）の歴史　
講師●松本　丘（文学部神道学科教授）

 5 /29土 15：30～
『日本書紀』を読む「仁徳天皇（₁）」
講師●大島信生（文学部国文学科教授）

 6 /12土 15：30～
『日本書紀』を読む「仁徳天皇（₂）」
講師●大島信生（文学部国文学科教授）

　

卒業式日程について
皇 學 館
中 学 校

3 月13日㈯ 10：00～
皇學館中学校 セミナーホール

皇 學 館
高等学校

3 月 1日㈪ 10：30～
皇學館大学 記念講堂

　

学位記・修了証書授与式式典
中 止のお知らせ
　 3月18日㈭に開催を予定しておりました学位
記・修了証書授与式式典及び神宮参拝、卒業祝
賀会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
中止することといたしました。学位記・修了証書
等の交付は各学科に分かれて実施いたしますの
で、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。
※保護者の皆様におかれましては交付場所への入場はでき

ません。学内駐車場の用意もございませんので、ご来学は
自粛いただきますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

贈る言葉 贈る言葉
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高い志とチャレンジ精神でもって学内のみならず、さまざまな
フィールドで活躍している皇學館生たち。本コーナーでは 
彼らの熱い思いとともに、その活動ぶりをご紹介します。

市川桃子さ（国文３）んが
ビブリオバトル全国大会で優秀賞を獲得!

釜谷太貴さ（教育４）んが
おもてなしを競う大会に3年連続出場

第64回日本学生科学賞で
中野優子さ（高２）んが入選 1等

第29回国際高校生選抜書道展で
石谷実佐さ（高１）ん、森真奈香さ（高２）ん、
岡野瑠佳さ（高３）んが入選

井村優月さ（中３）んが
人権作文コンクールで市長賞受賞

　本学国文学科 ３年の市川桃子さんが
昨年12月19日・20日に開催された「大
学ビブリオバトル・オンライン大会
２０２０」に出場し、見事優秀賞を獲得した。
　市川さんは赤瀬川原平著『新解さん
の謎』を紹介して予選、準決勝を勝ち
抜き、ファイナリスト ５人のうちのひ
とりとして決勝の舞台に登場。平成24年から全国大会に毎年出場している本
学としても、決勝戦まで駒を進めたのは初の快挙だ。残念ながらチャンプ本
とはならなかったものの、優秀賞に輝いた。
　なお、「全国大学ビブリオバトル２０２０」は京都大学にて実施される予定だっ
たが、コロナウイルス感染症の影響によって中止となり、今回のオンライン
（Zoomウェビナー及びYouTubeライブ）による代替開催となった。決勝
戦の様子は以下のURLより、当日の動画アーカイブが視聴できる。
【決勝戦の様子（１：12：42〜）】https://youtu.be/v2388mHaA40?t=４３６２

　「おもてなしもおいしさのうち」としてすき家
がスタッフの接客やサービススキル向上のため
毎年開催している「KOSS-１ グランプリ」。同大
会のバック（盛り付け）部門に、釜谷太貴さん（教
育 ４）が中京支社代表として ３年連続で出場を
果たした。
　大学 １年生の時にアルバイトを始めた釜谷さ
ん。同大会には ２年生から出場しており、昨年
は全国 ５位に輝いている。「ただのバイトで終わ
らせず、何か結果を残したかった」と釜谷さん。
上位をめざす中で、盛り付け時の姿勢や声のトーンなど隅々にまで気を配る
ようになったという。また、様々な方から指導を受けコミュニケーション力
も磨かれたと話す。「高みに挑戦する機会があるなら積極的にチャレンジを。
人とのつながり、見える世界がきっと変わります」と実感を込めて語った。

　全国の中学校・高校から研究作品が集まる
日本最高峰の科学コンクール「日本学生科学
賞」において、中野優子さん（ ２年 ８組）の研究
「フジノハナガイの生活史を探るⅡ」が入選
１等に選ばれた。
　中学生の時、フジノハナガイの繁殖戦略に
関する研究で同コンクール内閣総理大臣賞を受賞し、一昨年、日本代表とし
て世界最大の国際学生科学技術フェアに派遣された中野さん。今回の研究で
は準絶滅危惧種でもあるフジノハナガイの生息環境や繁殖特性の解明をさら
に進めることで、養浜や干潟再生等、環境保全策を講じる上での基礎資料と
なるようテーマを設定。貝殻に形成される成長線の観察などを通して成長ス
ピードや生息場所を突き止めた。「研究はすぐに結果が出るとは限らない。地
道にコツコツと続けることが大切」と中野さん。また、環境問題についても、
英虞湾でアコヤガイの大量死が確認されるなど身近に起こっているニュース
に興味を持ち、関心を高めてほしいと話した。

　〝書の甲子園〟として国内外から １万２０００点を超える作品が揃う「第29回国
際高校生選抜書道展」において、石谷実佐さん（ １年 ８組）、森真奈香さん（ ２
年 ９組）、岡野瑠佳さん（ ３年 ９組）が見事入選を果たした。
　楷書の基本である九成宮醴泉銘の臨書に挑戦した石谷さんは「ご指導いた
だいた先生方に感謝の気持ちでいっぱい」と語り、「落款を押した時には今ま
でにない達成感を味わった。これからも大好きな書道を頑張っていきたい」
と話した。空海が最澄に宛てた ３通の手紙「風信帖」を書き上げた森さんは
「まったく実感が湧かない」と言い、「この入選を糧に、日々練習から手を抜
かず、自分の字に向き合い作品制作に生かしていきたい」と力強く語った。岡
野さんは「完成した時は ３年間の集大成となる作品になったと思った」と話
し、「最後にこのような素晴らしい展覧会で入選させていただき、とても嬉し
い」と喜びを語った。

　伊勢市の人権作文コンクールにおいて井村優月
さん（ ３年Ｂ組）が最高賞である市長賞を受賞し、12
月12日、伊勢市生涯学習センターで行われた伊勢
市人権講演会で朗読した。
　手話通訳の仕事をしているお母さんの影響で小
学 ４年の頃から手話を勉強し始めた井村さん。「手
話を学んで考えたこと」と題した作文では手話講
座の先生から聞いた話にショックを受けた経験が
綴られる。「（中略）お子さんの学級懇談会で耳の
聞こえないお母さんは順番を飛ばされ、さらに順番に当たるはずのPTA役員
も飛ばされたそうです」。その行為について井村さんは「『気配り』や『優し
さ』だとは思いません。そのお母さんはみんなと同じように活動に参加でき
ないからです」と理由を述べつつ、次のように問いかける。「私たちが『気配
り』や『優しさ』と思ってやっていることが、知らず知らずのうちに人権を
奪っているのかもしれません」。そして、伊勢市で平成28年に制定された手話
言語条例について「条例ができただけではみんなの意識は変わらない」と訴
え、「私自身これからも手話を学び続けることで、みんなの人権を守るために
はどう動けばいいのか考え続けていきたい」と結んだ。

森 真奈香さん 岡野瑠佳さん石谷実佐さん

欧陽詢「九成宮醴泉銘」臨書 空海「風信帖」臨書 黄庭堅「松風閣詩巻」臨書

卒業後は東京消防庁で働く
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